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情報処理教育について
（卒業生に対するアンケート調査より）

数学科

木村維男・玖村由紀夫・中尾博一

平塚智・松本博史

Ｉはじめに

本校では、昭和50年度より奈良県立情報処理教育センターを利用して、悩報処理教育（主として

電子計算機、電卓の利用に関する研究）に取り組んできた。本年度はちょうど10年目にあたる。表

Iはその歩みの大路である。

(表ｌ）本校の悩報処理教育の歩み

昭和50年当時における悩報処理教育は商業科、工業科が中心であり、県内はもちろん全国的にも

晋jui科での授業の－斑として生徒全員に情報処理教育を実施していたのは本校のみであった。

昭和50年度の実習はセンター主導型であり、教師は引率者にすぎなかった。実習の目的はコンピ

ューターを直接操作する「体験」を通して、社会全般に広く利用されていたコンピューターに対し

て正しい認識を与えることであった。したがって、普段の授業から得難い測々の効果を期待し、ま

ず「実践」するととから始め、漸次改善していくという方向で出発した。その間には教師の研修も

深めていった。

昭和51年度からは、実習のため、高二において、フォートランの初歩を４，５時間程度事前指導

し（表２）、その後２日間のセンター実習を行った（表３）。

－１１－ 

年度（昭和） 実習内容 関連事項

卯印記認図弱露訂兜弱
センター実習のみ２日間

事iii指導（４，５時間）とセンター実習

２日間

カード穿孔機をリース

J廟i指導用テキスト作成

rlriii指導と実習３目間(マイコン実習を含む）

マイコン第１次ブーム

(安価なもので60万～80万円）

ＰＥＴ2001、ＭＺ８０Ｋ

「６ヶ年を通した情報処理教育」

を本校紀要に発表

ＡＰＰＬＥⅡ、ＰＣ8001

ＯＡ革命始まる。

本校紀要に発表

ｾﾝﾀｰにて近附連数学部会を開催



● 

(表２）邪前指導（５１年度）

(表３）センターにおける実習内容（51年度）

昭和53年度から校内にカード穿孔機をリースし、生徒各自の課題を穿孔させた。それを持参して

センターの実習に臨んだ。

また、６年一画の数学教育の中で、電卓とコンピューターの取り扱いを表４のように位置づけ、

数学を「コンピューターで教える」ことをめざした。このように、われわれは「体験学習」から

「魎卯機利用による数学教育」へと目標を変えた。

－１２－ 

指熱内容 時間配当 備考

(1)電子計算機と現代社会4三活

(2)電子計算機のしくみ

(時間）

０．５ 

(3)例題１（台形の面積）により、流れ図のつくり方

(4)例題１により、フォートラン文法のうち

①文字、データーの型、記憶場所につける名前

②文（注釈行、ＥＮＤ行）

０．５ 

文法のみを説UＩす

るより、適当な例

題により寸必要な

文法を税明する。

③入出力文

④代入文

⑤制御文のうちＧＯＴ０文、ＳＴＯＰ、ＩＦ文

１ 

(5)例題２（ヘロンの公式）により、流れ図を自分で作ってみ

る。プログラム作成に必要な文法で、関数、論理演算電子を

教え、自分でコーディングする。

１ 

例１によく似た例

２を自分で作って

みる 。

(6)例題３（選択問題）により、流れ図、プログラムの作成

第一日

カードせん孔①

学校でコーディングしたプログラム（へ

ロンの公式）のせん孔とデータの作成

電子計算機操作①

スライド①

電子計算機一般について

プログラムの補充①

出力したリストの説ﾘＩ

例題３（ｉ'すの値）のプログラムの完
成

紙テープせん孔①

製図の例題を仕上げて製図機にかける。

第二日

1J学とプログラムチェック①

Ｘ－Ｙプロッタ

データスコープ

数値制御機器

i'了のプ。グラムを完成
紙テープせん孔②

齢のプログラムのせん孔とデータの
作成

fE子計算槻操作

小型計算機操作

２つのグループに分れて操作

マークシート・小醐叶算機操作①



(表４）指導内容（.)はコンピューター（卓)は電卓の内容を表す。

－１３－ 

指導項目 指鄭内容

中Ｉ

1．素鋭｡）

2．正、負の数と晒

卓の使用法蝋

3．比例、反比例の

グラフ(劇

4．面積、体繭(』;り

、１００までの素数を求めた上で、１０００までの素数の表を見せる。

･正、負の数の四Hlj演算に習熟したうえで、仮平均利用の応用問題解

決のため、電卓の使用法を教える。

･正比例、反比例のグラフをえがくのに、できるだけ区Illlを小さくと

って電卓利用により、正砿なものとする。

･身のまわりの物の量を堪卓を使って求めてみる。

中２
1．平面図形の論証

(．） 

･推論の流れを図式化するとともに、日常の物事の処理の手順も図式

化してみて、見やすく工夫をする。

中３

Ｌ平方根の値(｣'1）

２実数の分類(｡）

３．２次関数、３次

関数(卓）

４．円の性闘｡）

5．三平方の定理１ｺ）

6．統計(卓）

･電卓を利用してI/TTの近似値を求める。
･分数を小数になおした表を見せる。

､電卓利用により、ｙ＝ロエ２，Ｊ＝ａｘ３のグラフのｘ＝Ｏの近傍にお

ける変化のようすの迎いをできるだけくわしく読みとる。

･図形の證証の手順を流れ図に書いてみる。

．＠2＋６２＝Ｃ２をみたす100以｢の懸数解を見せる。

･平均、標準偏差の意味を知り、電卓利用により、煩雑な計算を処理

する 。

一同１

1．方程式１ｺ）

２対数(劇

3．指数、三角関数

(卓）

4．その他(卓）

･文字係数を含む方程式“＋ｂ＝Ｏ、ａｚ２＋“＋ｃ＝Ｏの解を求める

のに、α罠０，α＝Ｏなどの場合分けに判断記号を含む流れ図を導

入して、計算機実習のための基礎とする。

・電卓を利用して、対数表の作成を試みる。

・電卓利用により、指数、三角関数のグラフをできるだけ正確にえが

〈 。

・等式、不等式の検証、顛推に迩卓を利用する。

一間２

Ｌ行列の倒｡）

２１次変樹｡）

3．漸化式(｡）

4．二項定理(｡）

5．計算機実習(｡）

・行列の積、〃乗を計算した表を見せる。

・１次変換をほどこした図を見せる。

・漸化式より第〃項を求めるのに、くり返し処理を含んだ流れ図の作

成を指導して、数学的帰納法を明確につかむ。

･パスカルの三角形を印字したものを見せる。

・実習に向けて、中】からの既習教材で、手順を明確にし、流れ図で

整理しフォートラン文法の解鋭までを４時間で事前指導する。

実習は奈良県立悩報処理教育センターで２日間行う。

一酉向へ。

1．数列の極限(｣ｉｆ）

2．関数の極限

３関数のグラフ(．）

４定積分(j;り

5．二項分布と正規

分布(｡）

・電卓を利用して、数ﾀﾞﾘの収束、発散のようすそ調べる。

･電卓を利用して、 lim三四‐ニ
エ→Oｘ、

Iim 

〃→Ｃ旨つ

(]+割
〃

の値を求めてみる。

・コンピューターのえがいたサイクロイドなどを見せる。

･区分求積法により図形の面硫を求めたり、台形公式、シンプゾンの

公式等により、求戯を行うのに、電卓を利用する。

･二項分布が正規分布に近づくことを理解するため、コンピューター

のえがいた両分布のグラフを見せる。



昭和53年度時点では、「アルゴリズム」の指導を数学教育の中に位置づけることを計画した。

アルゴリズムについては「数学をアルゴリズムの立場から教えよ」（ユネスコ編心世界の数

学教育〃共立出版Ｐ330）という主張もあるように、その必要性を理解しつつも、十分な実践がで

きていないので、今後、われわれの課題としたい。

いろいろな問題点を持ちながらも、昭和57年度には本校独自のＦＯＲＴＲＡＮ用実習テキストを作

成し、これに基づいて実習を実施している。一方、この１０年間に、コンピューター言語は大きく変

化した。資料としては、古いが先に掲げたい世界の数学教育〃によれば、

1970年

25.8（鬼）

33.6 

３．４ 

1975年

６２．４ 

１８６ 

４．６ 

ＢＡＳＩＣ 

ＦＯＲＴＲＡＮ 

ＣＯＢＯＬ 

である。最新の資料は未見であるが、ＢＡＳＩＣがさらに増加しているのではないだろうか。

また、との10年間には教育でのコンピューター利用の面でも大きな変化があった。すなわち、現

在ではＣＡＩ（コンピューター支援教育）、ＣＭＩ（コンピューター管理教育）、情報処理(仕組み

と操作教育）と大きく三分されつつある。しかし、ＣＡＩやＣＭＩにはすぐれたユースウエアの用

意があってはじめて効果があがると思えるので、それを持たないわれわれの及ぶところではない。

しかし、ＦＯＲＴＲＡＮ実習での生徒の作品（表５）に見られるように、生徒自らの発想により、

教科としての数学にとらわれることなく、自由に課題を設定し、プログラムを組み、コンピュータ

ーを走らせている姿は日常の教室での教師による教壇からの一方的な教え込みではなく、「問題解

決」型の学習である。このような学習を日常の教育で展開するためには「センター据置型」から

「パーソナル型」への転換が必要である。また、表４の大部分の内容はマイコンを利用して画面上

に動きを持って生徒連に提示することができ、コンピューターを「視聴覚機器」として利用するこ

とができる。このように現在のコンピューターを取りまく状況は「ＦＯＲＴＲＡＮからＢＡＳＩＣへｊ

「センター据置型からパーソナル型へ」、「体験から手段へ」と大きな転換期にあると考えられる。

そこで、われわれはこのような動きに対応するため過去10年間にわたって実施してきた県立情報処

理教育センターでのＦＯＲＴＲＡＮ実習を見直し、将来の情報処理教育を展望するため、卒業生に

アンケート調査を実施した。今回の報告は、このアンケート調査の分析と考察が中心である。

－１４－ 



(表５）昭和54年度中型電子計算機（ＮＥＡＣ２２００シリーズ）による生徒作品

（）内は作品数

Ｌ事前学習例題から

・ローレル指数（13）

・三角形の面積（10）

・四則演算 （３） 

・商と余りを求める（１）

・台形の面積（４）

・立体の体積（５）

2．数学教材から

・２元１次方程式（１）

・３次方程式（１）

・九九の表 （１） 

・フェルマーの定理（１）

．〃進法変換（１）

・ユークリッド互除法（３）

・紫数 （２） 

3．物理教材から

・斜方投射 （７） 

．…'十;g'@（１）
・温度変化による音速（１）

・第１宇宙速度（１）

・地震の発生頻度（１）

4．その他

・スポーツ

（雰鯏1jik;ｉｉﾚｰ）
・曜日を求める（２）

・元利合計

・２次方程式

・データの平均

・立方根、平方根表

・最小値を求める

・数列の“、ｓ〃を求める

（３） 

（５） 

（２） 

（４） 

（１） 

（14） 

（２） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

･乱数

・ランダムウォーク

･角度の変換

･座標変換

．赤の値を求める

｡ｅの値を求める

・グラフをかく

･地球の純度と遠心力

･バネ振子の振動エネルギー

･恒星と地球の距離

･恒星の直径、絶対等級

・重力加速度

（１） 

（１） 

（２） 

（４） 

（１） 

・家庭科

(蕊繍Ⅲ毯立の億段）
･星占い、国鉄通貨、世界の時刻

アンケート（Ｐ１５，１６参照）

1．対象

学校で事前指導を受けていて、電算機とかかわる機会が増えるであろう高学年の学生、

社会人を対象とし、昭和51年～53年に実習を受けた３ヶ年の卒業生に実施した。

２形式

主として択一方式

3．実施時期

昭和59年６月（ただし、回答は59年３月現在で）

Ⅱ 

または

－１５－ 



４．回収率

、司

一一因Ｆ円Ｆ正一
一■四－Ｆ■
￣■■－－ 

5．処理

回収したアンケートは、マークカードに転記し、それをマークカードリーダーでマイコン（ＭＺ

BOB）に入力処理をした。その後、個人回答一覧表、年令別・男女別回答一覧表、クロス集計表

として出力した。

Ⅲ結果と考察

１．設問別分析

回答者233名について、各設問の結果の率を（）内に百分率で表し、帯グラフとした。ただし、

回答が全員より得られなかった設問については、回答者の人数を〔〕内に表した。電算機のう

ちマイコンにはＭ、コンピューターはＣと略記した。なお、電算機といえば両者を含むこととし

た。

〔１〕高校卒業後の生活

（１）学生生活の年数

(2)社会人生活の年数

(3)現在の生活

(4)学生時の専攻

〔２ 〕学生時の電算機の利用

(1)自主的読替

無
鍾

読んだ（３３） 読まない（58）

●
●
■
●
 

Ｍ
Ｃ
 読んだ（24） 読まない（６７）

無
答

－１６－ 

実習年度 発送 回収 回収率

5１ 128名 68名 53.1％ 

5２ 136 7７ 56.6 

5３ 131 8８ ６７．１ 

計 395 233 59.0 

瀞 ４年（65） 5年（15） 6年(９）
その(lｈ
(５） 

なし（64） 1年（18） 2年（13） 亨辨

学生（42） 社会人（５０）
無職
（８） 

人文（22） 教育(8) 社会（21）
家政
（４） 急ザ

理
(４） 

エ（19） 医薬(14） 亨?#



(2)受鋼

無
答
な
ど

←
←
 

■
●
●
□
 

Ｍ
（
。
。
）

(3)利用度 無
答
な
ど

●
●
●
●
 

Ｍ
（
日
）

の利用Ｃ

Ｊ
１
 

、
別

１
 

１
Ⅲ
 

●
●
■
●
 

Ｍ
Ｃ
 

その他」
②使用した文法

〔９６〕

〔８０〕

その他

●
●
●
●
 

Ｍ
Ｃ
 

● 

予想されたことながら、時代の流れとして、マイコンがコンピューターより多く利用されている。

また、マイコンに関する知識は大学での講義が少ないこともあって、独学で得る部分が多く、コ

ンピューターについては識義によって知識を得ていることが多い。ただし、我６で見られるよう

に、年々大学での電算機に対する受講者は増加する傾向にある。

（表６）

［［モニノヲ･イヤﾘﾋﾟﾆﾉｦﾜﾌ；'１ｳｸﾞｲ］コ

アら'ケー１，ハーココーウと。

１ 

５ｓ菰'ソリ千一ヨウワーコシ：Ｂ（２４）２５（７４）

５３ネコソリ干園ヨウフーョシ８１（３）３３（９７）

５３ネコソリ千・ヨウ8９（１３）５８（８５）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

５４ネニノソリキ毎ヨウワーコシ：Ｂ（２１:l）３２（７８）

５４ネコソツキ“ヨワシ際ヨシ；４（１１）３２（８９）

５４宝コソツキ②ヨウ8１２（１６）６４（８３）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－ 

５５ネコソOｿ千．ヨウワ･コツ８１〔､（２１）３６（７７）

５５ネンソツ千ロヨウシーョシ８１１（２７）２７（６６）

５５京ニクソリ千・ヨウ８２１（２４）６３（７２）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－￣￣￣￣＝= 

５３－５５卓コソ､ソヴー墓'シ８２６（２１）９３（７６）

５３－５５京ニノソツシーョシ８１６（１４）９２（８３）

５３－５５ネコソリケイ８４三（１８）１ｓ５（７９）

－１７－ 

受けた（18） 受けない（79） (3) 

受けた（42） 受けない（55） (3) 

よく（14） ときどき（３０） 利用しない（５５） (1) 

よく（10） ときどき（22） 利用しない（６７） (1) 

← 

← 

餌義
(12） 

識義と処理（32） 独学(11）
処理・ソ

フト(11）

ソフト

(７） 
ケーム(別） (3) 

鋼義（52） 識義と処理（36）
処理・ソ
フト（８） (4) 

(4)①利用の仕方 その他］ 

ＦＯＲＴＲＡＮ 

(１５） 
ＢＡＳＩＣ（75） その他(10）

FＯＲＴＲＡＮ（田）
(５） (４） (３） 

考察
BASlC-JCOBCU」Ｌ



〔３〕社会人になってからの電算機利用

（１）自主的読瞥

■
印
■
●

Ｍ
（
口
」
》

Ｊ
１
 

鯛
駒
ｆ
ｆ
 

(2)利用度

●
●
●
Ｇ
 

Ｍ
（
。
）

Ｊ
１
 

閉
爵
Ⅲ
Ⅲ
 

〔利用する内容〕

･各種データー処理（14人）

･債権分析（１人）

（３）知識の修得場所

・ソフト開発（１０人）・システム開発（２人）

・入試処理（1人）

専門学校で

Ｃ
●
●
●
 

Ｍ
Ｃ
 

１
Ｊ
 

露
羽
Ⅲ
Ⅲ
 

･考察

学生の時と社会人とでは読書、利用度ともにその比率に変化は見られない。ただし職場での電算

機に関する知識は、入社後の社員研修で得ているものがほとんどである。

〔４〕マイコンの所持無答

〔５〕実習のとらえ方

（１）実習は楽しかったか

(3)必要性

(5)関係したものは実習が役立ったか。Ｖ役立たず

－１８－ 

よく(9) 読んだ（３１） 読まない（60）

よく（９） 読んだ（17） 読まない（76）

よく（15） ときどき（28） 利用しない（57）

よく（18） ときどき(14） 利用しない（68）

大学
（６） 会社（53） １ ▼、〃】Ｉ 独学（38）

大学（14） 会社（72） 専門学U【

(７） 糯

持つ（16） 持たない（83） (1) 

Ｊ＿ 

はい（79） 何とも（18）
いいえ
(3) 

少ない（58） 適当（40） (2) 

(2)実習瞳多k、

必要（67） 何とも（29）
<要
4） 

多く（11） 少し（妃） なし（40）

(4)卒業後、実習と関係したようなことがあったか。 １W;答

FFY五言ﾗｰ両ラーＴ荷ててTT51届iｌ



･考察

過去の選験として楽しく思いかえし、今後の生徒にもよいこととして、その必要性を認めるもの

は多い。

〔６〕実習に対する意見（紀述式のまとめ、人数）

５１｜ 

,’ 

｜
釦
３
１

Ｑ
Ｉ
【
Ｉ
川
岳

１
３
２
’
 

４
８
６
 

・考察

大半はよい経験であったと考えているが、とくに文系の女子にその傾向が強いようである。また、

実習をキー入力に改めて、時代の流れに合わすべきである（下の意見Ｂ）等の意見には傾聴すべ

きものがあり、今後の学習の方向を示しているものとして興味深い。

〔卒業生の声〕

Ａ，僕の遜験としては実習は修学旅行などと同じぐらい楽しかった。裡雑な機械を自分の思うよう

に動かせて、思うままの計算をやらせることはとにかく楽しい。この楽しい径験が．将来自主的

にコンピューターを使わせる動機とならないとも限らない。またそうならない人の場合でも、こ

れだけあちこちでコンピューターが使われている時代であるから、それがどのようなものかを知

っておくことは絶対必要なことだと思う。また、コンピューターの力を過大視しないためにも、

それは必要なのではないだろうか。（大学院生、理系男子）

Ｂ、このごろの大型コンピューターの入力は、ほとんどキーボードとディスプレイが使用されてい

ると思います。コンピューター実習をやることは、これからの愉報化時代に対応するための入口

としてよいことだと思いますが、穿孔カードにより入力するものなら、手間がかかり、無駄な時

間や紙を使うし、コンピューターはめんどうなものという印象を与えるので、前時代的な方法な

らやめた方がいいと思います。（会社員、文系女子）

２．段間間の分析

設問のうち、それらの回答に何らかの関迎があるかどうかをみるために、興味あるテーマを選

－１９－ 

項目 内容 文 理 男 女 計

肯定的

．よい経験であった。

．楽しくてよかった。

・大学で役立った。

・進路決定の条件となった。

５１ 

５ 

２３３２ 
２ 

３５２２ 
２ 

０３１ 
５ 

両８３２

改善

・時間が不足。

・ＫＥＹ、ＤＩＳＰＬＡＹ入力をすべき。

・ＢＡＳＩＣをやるべき。

・その他の言語で。

・時前学習を充実すべき。

・時代に則したものを。

・学校ですべてをやるべき。

・クラブを作るべき。

・ハードのこともやるべき。

８２９７３１ 
１ 

８４６２５１３１ 
１１ 

５１９１８３３１１ 
２１ 

１５６１４１ 
１ 

６６５２２４３１１ ３１１１ 

否定的

･希望者だけでよい。

･無意味である。

･疑問である。 １７４ ３１２ ３５４ １３２ ４８６ 



んでマイコンを利用してクロス集計を行った。その結果について、さらに、ｒｐ－検定をほどこし

た。以Ｆについてはそれらの考察である。

〔１〕学生と社会人という身分の通いによる差はあるか。

実習の楽しさ、実習fitの適否、今後の実１Wの必要性など、実習に対するとらえ方には、学生

と社会人という身分での差異は認められなかった。（表７）。また、卒業後の電算機とのかか

わりについても何ら有意差はない。マイコンの所有率にしても差はない。

（表７）

■■エ■
函一回ｍｍｍ
ｍ■正司ⅧｍｍＦＦ■
廊冠四mmⅢ■■■
－－可 x2=0289＜juib5＝3.841 

〔２〕〕文系進学者と理系進学者による差はあるか。

学生時の専攻が理学、工学、医学、薬学、興学系のものを理系進学者とし、その他のものを

文系進学者と分類した。両者の差異を考察したところ、実習鼠、実習の楽しさなど実習についての

感じ方には有意な差がなかった（表８）。理系のものは、卒業後実習の内容と関係したことを多く

経験し（表９）、実習の必要性を強く感じていると認められる（表10）。また、理系のものは

文系のものに較べて、学生、社会人生活をjuiじて電算機と接する機会、読替nt、受講員とも多

く、動機づけとして高校での実習が役立ったと考えている。

学生時代のマイコン、コンピューターの利用頻度は文理で差があり、社会人になっても、依

然コンピューター利用については差があるが（表11）、マイコンの利用については差がなくな

る（表12）。

（表８）

Ｆ一五

配－mm、
函一ｍｍⅢ
曄醗＝■■■■Ⅲ■■■
－－m 

￣＝霊￣ 

x2=0004＜端05＝3.841

(衣９）

一罵勇雲
目と卒業後の僕

￣ 

鋲＝1258＞燗０，＝6635

－２０－ 

学生 社会人 計

必要 肌 5２ 146 

不要 4７ 2２ 6９ 

針 141 7４ 215 

実習の必要性 学生 社会人 無職 計

必要 9k１ 5２ 1１ 157 

何ともいえない 4５ 1７ ６ 6８ 

必要でない ２ ５ 0 ７ 

肝（人） 141 7４ 1７ 232 

実習の楽しさ 文 理 計

楽しかった 108 7３ 1８１ 

何とも 2５ 1７ 4２ 

楽しくなかった ４ ３ ７ 

計（人） 137 9３ 230 

文 理 計

楽しかった 108 7３ 181 

そうでなかった 2９ 2０ 4９ 

肝 137 9３ 230 

実習と卒業後の関述 文 理 ilf 

多かった ３ 2０ 2３ 

少し 6４ 4８ 112 

全くなし 6８ 2５ 9３ 

計（人） 135 9３ 228 

文 理 計

あった 6７ 6８ 135 

なかった 6８ 2５ 館

計 135 9３ 228 



（表１０）

二

壷ヨｍｍｍ
－泪囮、田

￣ 

ｘ２＝6.8787＞ xib，＝6.635 

(表１１）

時面ｍｍｍ
ＥＴＨｍｍＴ■四ｍ

￣ 

r2＝4.263＞ ﾎﾟ05＝3.841 

（我１２）

＝ 
雨一面Ⅷ、
翫司刀西田■【■■■

￣ 

x2＝3076＜ 燗05＝a別１

〔３〕実習についてのとらえ方によって、卒業後の電算機とのかかわりに差があるか。

実習が楽しかったと答えたものが約80％に連しているが、だからといって、卒業後も電算機

と積極的なかかわりを持つとはいえない（表13）。実習は校外学習で、電算槻が自由に使える

など、普段の授業と全く異なり、種々の体験が楽しいだけで、卒業後の電算樋とのかかわり

（読普、受識、利用など）を深めることまでつながらない。また、実習H1のとらえ方について、

実習且が多い、少ないによって、学生時代の電算機の利用頻度に差はないし（表14）、職場に

入ってからマイコンの利用頻度にも差が見られないGAil5）。つぎに、実習の必要性を感じて

いるものと、そうでないものとの電算機に対する取り組みでは、学生時代に差が認められるが

（表16）、社会人になると蕪がなくなる（表17）。

(表１３）

￣ 

罐＝1.510＜ 端０５＝3841

－２１－ 

文 理 計

必要 8３ 7１ 154 

不要 5４ 2１ 7５ 

計 137 9２ 229 

実習の必婆性 文 理 計

必要 8３ 7１ 154 

何とも 4９ 1９ 6８ 

必要でない ５ ２ ７ 

計（人） 137 9２ 229 

職場でのコンピューター*II用 文 理 計

よく利朋 ６ ９ 1５ 

ときどき利用 ９ ３ 1２ 

利用しない 4２ 1２ 別

計（人） 5７ 2４ 8１ 

文 理 計

利用 1５ 1２ Ｚ７ 

利用しない 4２ 1２ 5４ 

計 5７ 2４ ８１ 

文 理 計

利用 2２ 1４ 3６ 

利用しない 3７ 1０ 4７ 

計 5９ 2４ 8３ 

職場でのマイコン利用 文 理 計

よく利用 ４ ８ 1２ 

ときどき利用 1８ ６ 2４ 

利用しない 3７ 1０ 4７ 

計（人） 5９ 2４ 8３ 

楽しか
つた

そうでな
かつ士

計

利用する 6１ 1２ 7３ 

利用しな0， 120 3７ 157 

計 181 4９ 230 

学生時の
コンピュ一夕-利用

楽しか
つた

何とも
楽しくな
かつ士

計

よく 1９ ３ 0 2２ 

ときどき ⑫ ７ ２ 5１ 

利用なし 120 3２ ５ 157 

計（人） 181 ⑫ ７ 230 



（表１４）

-ラ

端05-3841x2＝0.010＜ 

（表１５）

－う

x2＝0.798＜ ﾎﾟｏ５＝3.841 

（表１６）

→ 

x2＝lU85＞ 垳０，＝6635

（表１７）

－＞ 

Ｚ２＝0049＜ｘ;０５＝3841 

－２２－ 

少ない 適当 多い 計

よく利用 1６ ６ 0 2２ 

ときどき利用 2６ 2３ ２ 5１ 

利用なし 9０ 6４ 155 

計（人） 132 9３ ３ 228 

少ない その他 計

利用 4２ 2９ ７１ 

利用しない 9０ 6４ I別

計 132 9３ 225 

少ない 適当 多い 計

よく利用 ６ ６ 1３ 

ときどき利用 1３ 1０ ０ 2３ 

利用しない 2７ 2０ ０ 4７ 

計（人） 4６ 3６ １ 8３ 

少ない その他 計

利用する 1９ 1７ 3６ 

利用しない 2７ 2０ 4７ 

針 4６ ３７ 8３ 

必要 何とも 不要 計

よく利用 2８ ４ ０ 3２ 

ときどき利用 5１ 1７ 0 6８ 

利用しない 7６ 4７ ７ 130 

計（人） 155 6８ ７ 230 

必要 不要 if↑ 

利用する 7９ 2１ 100 

利用しない 7６ 5４ 130 

計 155 7５ 230 

必婆 何とも 不要 計

よく利用 ９ ６ 0 1５ 

ときどき利用 ８ ３ 1２ 

利用しない 3６ 1５ ４ 5５ 

計（人） 5３ 2４ ５ 8２ 

必要 不要 計

利用する 1７ 1０ ２７ 

利用しない 3６ 1９ 5５ 

ilLI. 5３ 2９ 8２ 



〔４〕高校卒業後実習内容と関連することを蝶験し、役立ったと考えたものが、その後電算機との
かかわりを深めているか。

卒業後、実習内容と関係あることを経験したものは約60形いる。体験の有無と、卒業後の電

算機に対する読書、受鋼、利用などの項目間には有意な差があり、体験者は電算機と積極的に

取り組んでいろといえる（表18）。しかし…動機づけとなったと思っているものが40形近くい

るにもかかわらず、卒業後極極的に麺算機と取り組んだ形跡はない（表19）。

（表１８）

￣ 

ｘ２＝38.91＞ｘ６Ｏ１＝6.635 

（表１９）

￣ 

jr2＝0002＜ｘ;０５＝3.別１

〔５〕マイコンとコンピューターの関述はどうか。

当然のことながら、マイコンとコンピューター利用に関しては、学生時代の読替、受鋼、利

用度には、強い関連のあることが認められた（表20,21）。

読書（表２０）

￣ 

端０，＝6635ｘ２＝52.11＞ 

－２３－ 

あった
なかつ
た

計

利用する 8３ 1８ 101 

利用しない 5３ 7５ 128 

計 136 9３ 229 

多くあ
つた

少しあ
つた

なし 針

よく利用 1５ 1６ １ 3２ 

ときどき利用 ３ 4９ 1７ 6９ 

利用しない ５ 4８ 7５ 128 

計（人） 2３ 113 9３ 229 

役立つ その他 計

利用する 1２ 1３ 2５ 

利用しない ９ 1０ 1９ 

計 2１ 2３ “ 

*f全弓ﾌ7三;;;ii;ﾐミミ 役立つ
なんと
も

役立
ず

た
計

よく利用 ６ ３ ２ 1１ 

ときどき利用 ６ ８ ０ 1４ 

利用しない ９ ９ 1９ 

計（人） 2１ ２０ ３ 4４ 

読む iliijまない 計

む甦江 6６ ８ 7４ 

読まない 3１ 125 156 

i汁 9７ 133 230 

よく ときどき なし 計

よく 1１ ６ ０ 1７ 

ときどき ６ 帽 ８ 5７ 

なし ２ 2９ 125 156 

計（人） 1９ 7８ 133 230 



利用度 （我２１）

￣ 

ｴ2＝52.11＞ jUibl＝6.635 

Ⅳおわりに

はじめに述べたように、時代の流れは、据置型からパーソナル型に、コンピューターからマイコ

ンに移っているのではないかと思い、マイコンとコンピューターに分けて、アンケート調査を実施

した。その結果、利用頻度はマイコンがコンピューターに鮫べて高かつた。また、コンピューター

についての知識は、大学での受鱗が中心である。社会人になってからは、会社での研修によって得

られることが多くその数は漸次増加している。一方、マイコンについては、大学での舗装が少ない

こともあって、知識の修得は独学による部分が大きい。しかも職場でのコンピューター利用は、文

理による差があって、必要なものは限定される傾向にあるが、戦場でのマイコン利用には、文理に

よる差が認められない。したがって、コンピューターに関する知識は、必要なものが必要な時に、

必要な場所で修得すればよく、マイコンについては、基礎的技能を考えることが必要、あるいは有

効であるといえるであろう。

以上の考察により、マイコンがコンピューターに較べて、一般的であるといえる。したがって、

高校時代にはＦＯＲＴＲＡＮよりＢＡＳＩＣを修得させる方が良いと思われる。この意味において、

本校では昭和59年度にはマイコン実習を加え、授業にも取り入れつつある。

また、はじめに述べたように、昨今数学教育にマイコンが或要な位置を占めるようになってきた。

なかでも、教具としてのマイコン利用の研究は、われわれにとってもっとも急がなければならない

課題であろう。しかも、センターにおける生徒の「問題解決」型の学習の姿勢を学校においても持

続させる意味を加えて、このような､力向に対処したい。そのためには、

（１）われわれ教師が、マイコンについての研修を深める。

（２）マイコン導入のための予算措世を急ぐ

ことなどが課題であろう。

－２４－ 

よく ときどき なし llLf 

よく 1３ ７ ２ 2２ 

ときどき 1４ 2３ 1４ 5１ 

なし ５ 3８ 114 157 

計（人） 3２ 6８ 130 230 

利用 利用しない 計

利用 5７ 1６ 7３ 

利用しない 4３ 114 157 

計 100 130 230 



） 佃報処理教育についてのアソヶーＭＨ在昭和（）年３月卒粟氏名（

(田和…３月末現在で答えて下さい｡【'〕～〔`】の[＝｡にIi数字を６３入して下さい｡）

〔３〕社会人の８６の刷劉Ju麺について答えてＦさい。

IUm1J似に田する本を自主的に12(`だことがありますか。

しょく暁ん輝込院んだｃとがある［二コ
３１２んだことがない

個画禍での矼算蚊の利用囲反はどれ位ですか。

1．よく利用するａ時々利用する［=．
３、全く利用しない

IMI鰯に利用される方のその内容は何ですか。

（） 
③田咀で矼算楓を利用されている方は．その扱作の知風を．ど

のようにして取得されましたか。

Ｌ大学の鴎硬で２会社の敬阿で［＝E=．
ａ学生の町専門学校に切って４独学で

５．会社に助めながら野1孚佼に通って‐

（４）マイコンを四人でお持ちですか。［二コ
１゜持っていない

２持っている（151■は）

〔５J両尋学校２年の時の傭報処理の典習について答えてＦさい。

［二コⅢ実習は餌しかったですか。

】、東しかったzなんともいえ雌I'、３．嚢し<虹かつ允

凹爽囹のElは適当でしたか。

Ｌ少ぱいユョョョ.多い［．
③高等学校卒鍵伎の生活において、典翻した内容と関係するこ

と"ありましたか。

Ｌ多くあったユ少しあったa全くな`、［二．
関係することがあった人は．その時の国風づけとして．爽団が

［二コ役立ちましたか。

Ｌ役立った２なんともいえ江1,、ａ役立たなかった

１４１圧鞍された実習の必艮性についてどう凪われますか。

Ｌ必要aなんともいえ錘ぃａ必要種い［=．
（６）高校時の個個センターでの実習について奪えられることを自由

におむ合Ｆさい。
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